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未定稿

このガイドでは，はじめて釣りをする方を対象に，安全性と扱いやすさなどに配慮した釣り方を紹介しています。そのため，
一般的な釣り方と異なる箇所もあります。釣り経験者の方には経験を生かして工夫しながら釣ることをおススメしています。



チャネルキャットフィッシュ (アメリカナマズ)

Channel Catfish Ictalurus punctatus

分 類

原産地

ナマズ目 アメリカナマズ科 アメリカナマズ属

北アメリカ（カナダ南部、アメリカ中東部、メキシコ北東部）

2005年に施行された外来生物法に基づいて特定外来生物に指定されており、生きたままの個
体の運搬、保管、飼育、野外に放つ行為、無許可での譲渡などが規制されている。

▲チャネルキャットフィッシュ （全長70.0 cm，体長60.5 cm）

導入の経緯

ヒゲは４対８本。背鰭と胸鰭にノコギリ状のトゲがある。

未成魚では体側に黒色斑点が散在する。

特 徴

日本への導入は1971年に民間の研究所が養食用に輸入したのが最初。現在では福島県～滋
賀県で生息が確認されている。霞ヶ浦には1981年頃に導入され、2000年以降は最も優占する
魚種の１つとなっている。

生息場所の
シフト

霞ヶ浦での主な生息場所は季節的に変化し、水温10℃未満の12月から3月は主に水深4m以上
の深場に分布し、10℃以上になる4月には分布域が拡大、特に21℃以上になると深場から水深
1m程度の浅場まで広く分布する傾向にある。 産卵に関わる成熟魚は5～7月に水深1mほどの
浅場に来遊する。基本的に夜行性で、昼間は物陰や岩の下などに隠れるとされる。

摂餌生態 餌生物は体サイズや季節で変わるが、環境中
に豊富な餌生物を柔軟に利用するとされる。た
だし、傾向としては、稚魚期は動物プランクトン
やイサザアミを、体長14 cm以上になるとテナガ
エビやハゼ科魚類を主に捕食し、成長とともに
魚食性が強まる。また、本種は下顎のヒゲで餌
を探索、捕食するため、表層や中層を活発に
遊泳する生物よりも水底にいる生物が捕食さ
れやすい。

繁殖生態 霞ヶ浦での産卵期は水温24℃以上となる5～7月で、オス・メスともに体長39 cm以上で成熟す
る。体内卵数は体重1 kgあたり約１万粒、体長45～65 ｃｍの雌で約2万～6万粒。原産地ではオ
スが岩陰や木の根の下などに作った産卵床でメスが産卵し、オスは卵と仔魚を保護することが
知られている。

チャネルキャットフィッシュの胃内容物
テナガエビ（上）とヌマチチブ（下）



スピニングリール

15 cm程度

ミチイト：ナイロン（4号）
投げ竿（2 m程度）

中通しオモリ（5号）

ヨリモドシ（10号）

スナップ付ヨリモドシ（10号）

ハリス：ナイロン（3号）

丸セイゴ針（16号）

イトの結び方 (クリンチノット)

金具にイトの先端を通し4～5回巻
きつける。

金具との間にできた輪にイトの先
端を通す。

②でできた大きい輪にイトの先端
を通す。

結び目の形が整ってきたら今度
は本線をゆっくり締めていく。

イトの先端をゆっくり引いて締め
ていく。

さらに本線を引き、締める。
余分なイトの先端をカットする。

①

本線

③

⑥⑤

②

カット④

仕掛け

スナップ付ヨリモドシのスナップを開
閉し竿側のヨリモドシに取り付ける。

針のカエシはあら
かじめペンチなど
でつぶしておく。

ガイド



その他の道具

ヘッドライト・ランタン

チャネルキャットフィッシュは夜行性なので、昼よりも
夕方から夜にかけての方がよく釣れる。ヘッドライトは
身の安全・魚のアタリを確認するための必需品。
ランタンなどもあると便利。

網

ペンチ

釣れたとき針を外すために使用する。チャネルキャッ
トフィッシュには胸鰭と背鰭にトゲがあるため、ペンチ
を使ってできるだけ早く外そう！

針は飲み込まれることが多いため、先端の長いもの
がおススメ。

大物がかかったときに、網を使わず竿だけで陸に
あげようとすると、イトが切れてしまうことがある。無
理をすると、竿にも負担がかかるので、できるだけ
網を使用したい。

厚手のゴム手袋・軍手

釣れたチャネルキャットフィッシュから針を外すときに、
厚手の手袋・軍手をつけておくと、鋭いトゲから手を保
護しやすい。手も汚れずに済む。快適に釣りをしたい
ときの必需品。

餌

イカの切り身
市販の生のイカを切り身にする。KCBでは約1.5×4.0 cm
の短冊状にして使用している。
餌もちがよく、匂いも強くて最適。KCB一番のおススメ！

その他の餌
レバーなどの生肉や釣りをする場所でとれるような小
魚などでもよく釣れる。ただし餌もちはあまり良くない。



Step2

Step3

Step1
たたんである竿は竿の先
から順番に出していこう！

＜注意点＞
☑ガイドがまっすぐ並んで
いるか？

☑ミチイトが竿に絡まって
いないか？
をチェックしよう！！

餌や仕掛けをつけたあと、写真A
のように、竿先からイトを20～30
cm程度出しておこう。

次に、写真Bのようにして

①中指と薬指の間にリールを挟ん
で竿を持ちイトを人差し指に引っ
掛ける。
②ベイルアームを起こす。
※初心者が扱いやすいため，リールを
右側（利き手側）につけています。

① ⑤④③②

Step4

注意 周囲に人がいないことを確認
して声をかけてから竿を振り上げま
しょう！！
◀ 時計の2時の位置あたりで、イトを抑えていた人差し
指を離すと、うまく投げられる！！

仕掛けを投げ入れたら、ベイルアー
ムを戻しリールを少し巻いてイトを張
る。そのままの状態であまり動かさ
ずに魚のアタリを待つ。

◀ 待つときはイトと竿に少し角度を
つけておくと、竿先の動き（魚のア
タリ）が分かりやすい！！

イト

竿と仕掛けの準備

投げる準備

投げ方

待ち方のコツ

竿を伸ばしている
写真

Check!!

A

20～30㎝

B

①

②

○

イト

×



Step6

Step５
竿先が引き込まれるような魚のアタ
リがあったら、竿を後方に軽くあ
おって合わせる（針掛りさせる）！

魚がかかったら、慌てずに竿を立て
てゆっくりとリールを巻いていく。

◀右の写真のように竿が寝ていると
イトが切られる恐れがある。

背鰭と胸鰭にはトゲがあり
危険です！
針を外すときは十分注意しましょう。

チャネルキャットフィッシュの口から針を外すとき
は、厚手の手袋とプライヤーを使うと良い！！

その際、チャネルキャットフィッシュを持つときは、
写真のように上から背鰭を押さえつけるようにし
（左）、人差し指と中指で片方の胸鰭を挟むよう
にすると、ほとんどトゲが刺さらない！！

釣りあげ方

釣りあげたら…

KCBの最大記録は

全長 83.5 cm
体長 72.1 cm

釣りあげている写真

チャネルキャットフィッシュの成熟サイ
ズは体長約39㎝とされている。

そのような個体（繁殖する前の親魚）を
釣ることができれば効率的に個体数を
減らすことができるかも！

○ ×

※実習ではTAを呼んで下さい。

足もとまで寄せた
ら、網ですくう！！
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ⓒ霞ヶ浦チャネルキャットフィッシュバスターズ（KCB）

霞ケ浦チャネルキャットフィッシュバスターズ

2010年8月に茨城大学広域水圏環境科学教育研究センターの釣り好き・

魚好きの大学生・大学院生が中心になって、学生サークル「茨城大学チャ
ネルキャットフィッシュバスターズ（ICB）」を設立した。2013年2月に団体名
を「霞ヶ浦チャネルキャットフィッシュバスターズ（KCB）」に改称し、より広い
範囲の学生たちとの連携をはじめた。現在では、茨城大学、東京大学、
東京海洋大学、千葉大学の学生16名が所属している。

KCBの活動は、チャネルキャットフィッシュの駆除釣り、駆除手法の開発、

生態調査、在来生物の生息状況調査、臨湖実習での実践的な外来種教
育など多岐にわたる。活動に興味のある方は、事務局までご一報ください。


